
 
開催日時：2018 年 9 月 7 日（金） 17：00 ～ 18：30 
開催場所：ホテル名古屋ガーデンパレス 5 階「松」（愛知県名古屋市中区錦 3-11-13） 
 
Ⅰ.会長挨拶  
金子光一会長より挨拶があった。 

 
Ⅱ. 理事会開会宣言（欠席理事の確認）  
総務担当圷理事より、金子会長が議長となり、出席理事を確認し、「定款第 43 条」に規定され

ている要件を充足したので「2018 年度第 4 回理事会」を開催するとの宣言があった。なお、定款

第 47 条に則り、金子会長、大島監事、木原副会長を議事録署名人として選出した。 
 
Ⅲ. 審議事項  
第 1 号議案 入会審査  

総務担当圷理事より回覧資料に基づき説明があった。審議の結果、13 名全員の入会が満場一致

で承認された。 
 
第 2 号議案 2019 年度業務委託契約について  
 総務担当圷理事より株式会社国際文献社との 2019 年度契約について、学会事務部門、印刷製

本部門、編集事務部門、秋季大会部門の契約を締結するとの提案があった。2018 年度契約からの

変更点を確認し、審議の結果、満場一致で承認された。 
 

第 3 号議案 激甚災害で被災した会員の年会費軽減措置について  
財務担当和気理事より、激甚災害によって被災した会員への年会費の軽減措置について配布資

料に基づき説明があった。審議の結果、実際に運用し、改良点が浮上した際には速やかに対応し

ていくことを確認し、満場一致で承認された。 
 
第 4 号議案 「一般社団法人日本社会福祉学会旅費規程」の改定について  
総務担当圷理事より配布資料に基づき説明があり、審議の結果、満場一致で承認された。 

 
第 5 号議案 その他  

2018 年 9 月 6 日未明に発生した平成 30 年北海道胆振東部地震の影響による対応について協議

した。 
 
Ⅳ. 報告事項  
1．2018 年度会員動向  

総務担当圷理事より配布資料に基づき説明があった。 
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2．全国大会運営委員会からの報告  
研究担当山縣理事より、第 15 回日本社会福祉学会フォーラム、第 67 回春季大会、第 67 回秋

季大会の準備状況について報告があった。第 66 回秋季大会について大会長の柴田理事より配布

資料に基づき説明があり、順調に開催準備が整っていることを確認した。 
 
3．機関誌編集委員会からの報告  

機関誌担当柴田理事より配布資料に基づき、機関誌『社会福祉学』の論文投稿受付・審査およ

び編集状況について説明があった。 
 
4．国際学術交流促進委員会からの報告  
国際学術交流促進委員会担当木原副会長より、日中韓三ヵ国会長会議ならびに第 66 回秋季大

会での留学生と国際比較研究のためのワークショップおよび国際学術シンポジウムの準備状況に

ついて説明があった。 
10 月 12 日から 14 日に開催される中国社会学会社会福祉研究専門委員会「東アジア社会福祉

フォーラム」へ日本社会福祉学会から参加する自由研究発表者 2 名を採択したとの報告があった。 
 

5．学会賞審査委員会からの報告  
 学会賞審査委員会担当岡部理事より、9 月 8 日に金城学院大学アニー・ランドルフ記念講堂に

て開催される学会賞授賞式の次第（案）について説明があった。 
 
6．研究倫理委員会からの報告  
 報告事項は特になし。 
 
7．広報委員会からの報告  
 広報委員会担当山野理事より配布資料に基づき説明および報告があった。 
 
8．アーカイブ化推進委員会からの報告  

総務担当圷理事より、機関誌『社会福祉学』が創刊号より J-STAGE にて閲覧可能となったと

の報告があった。6 年後の学会創設 70 周年に向けた中期的な課題等を含めて、今後の委員会活動

の方針を検討予定である。 
 
9．若手・女性研究者に対する支援検討委員会からの報告  
若手・女性研究者に対する支援検討委員会担当の久保理事より、第 66 回秋季大会一日目に開催

される若手研究者のためのワークショップにて、アンケートの実施を予定しているとの説明があ

った。 
 
10．地域ブロックからの報告  
・北海道地域ブロック：報告事項は特になし。 



・東北地域ブロック ：7 月 28 日に第 18 回研究大会宮城大会を開催し、2018 年度定時社員総会

にて新たに制定された研究倫理規程を配布し、周知したとの報告があっ

た。 
・関東地域ブロック ：2019 年 3 月上旬に 2018 年度年次大会を開催する予定である。現在、機

関誌『社会福祉学評論』の査読作業を進めている。 
・中部地域ブロック ：機関誌『中部社会福祉学研究』を 7 月に刊行した。 
・関西地域ブロック ：報告事項は特になし。 
・中国四国地域ブロック：報告事項は特になし。 
・九州地域ブロック ：報告事項は特になし。 

 
11．その他（後援依頼、他）  
・後援依頼について 
総務担当圷理事より、後援依頼について、過年度の実績があることから承諾したとの報告があ

った。 
 

・社会学系コンソーシアム担当理事 1 名追加選出について 
総務担当圷理事より、今期の社会学系コンソーシアム担当理事として関東地域ブロック担当の

荒井理事を選出したとの報告があった。 
 
・関連団体からの報告 
１．日本社会福祉系学会連合 

和気理事より、9 月中旬に日本学術会議社会学委員会社会福祉学分科会からの新提言「社会

的つながりが弱い人への支援のあり方について－社会福祉学の視点から－」が公表される予定

であり、その提言をもとに 2019 年 1 月 14 日（月）に日本学術会議講堂にてシンポジウムを開

催予定であるとの報告があった。 
２．ソーシャルケアサービス研究協議会 

久保理事より、9 月 6 日にソーシャルケアサービス研究協議会全体会議が開催されたとの報

告があった。 
３．社会政策関連学会協議会 

報告事項は特になし。 
４．社会学系コンソーシアム 

報告事項は特になし。 
５．人文社会科学系学協会男女共同参画推進連絡会：GEAHSS（ギース） 

久保理事より配布資料に基づき、9 月 28 日に甲南大学 NC 東京にて GEAHSS 創設後初めて

の総会が開催予定であるとの報告があった。 

 

議長は、議事終了を告げ、18時30分に理事会を解散した。  

以上 


